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家政学原論 家庭経営・家庭経済 家族関係

アメリカ家政学の系a普 一学会誌分析・-（第15 報 ）　 年次大会特集号

○田崎 裕美 ゛東珠実≫2　渥美美晴゛3　柿野成美*4　 古寺浩*6　 鈴木真由子＊6

増田啓子゛7　吉沸敏 子*8　 村尾勇之＊9

(○ 日本大短大(非)＊、椙山女学園大’2 、(株)アルバイトタイムズ 。( 財) 消費者教育支援センター＊＼

金城判完大短大*s 、新潟大＊6、常葉学撫短大附属環境システム研究所゛＼ 三重大*a 東京家政学院大＊≪)

【目的 】これ までアメ リカ家政学会誌分析を通して 、研究領域別研究内容 ・学会会則の目的条

項・年次 大会絨ト･ テ ーマについて歴史的 変化 を検討し 、アメリカ家 政学の動向から家政学の本

質を求め るための研究を重ねてきた 。本報で 研究対象 とした年次大会特集号｢Annual Meeting

Issue｣(1948 年 ～i96e 年)  ftonual {feeting J    (1967年～1971 年) は23 年 間 にわた り９月 号と

して発刊された学会誌である。その内叡 ま年次大 会統一一･テ ーマ に関 する講演、学会長 の挨拶、

大会報告等からな り、それ以 外の号とは 構成が異な るこ とか ら、年 次大会特 集号のみを対 象と

して研究することとした。本 報では 年 次大 会特 集 号の 内容 分析 を通 して 、年 次 大 会特 集号

か らみ たアメ リカ 家 政学 の 動向 につい て 把握 す るこ と を目的 としてい る。

【方法 】皿 の内 容 から アメ リカ家 政学 会 の歴 史的 動 向を 明 らか にす る

②年次大会flyト テ ーマ関連の講演内容や大会報告( ハ イライト) を 通して、年次大会で統一テ

ーマが どの ように扱わ れたのか を明らかにす る。

【結果 】①年次 大姉 騎 が初めて馴 され聴 牌 は学会の広報濤 唯 大した年であ る一

方 、発刊 されなくなった1 田 岸 代は1974 年 よ り学会誌 とAction が隔 月発刊されるなど広報活動

に大 きな変化ｶ 泌 られた年代であった 。②年次大会統一－テーマ関連の無 賃や討議 の内容から、

この間 、学会の新たな活動や研究の方向性がどの ように提起されて きた のかが明 らかとな った 。
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中高年層の社会的活動の特徴と課題（第１報）

一神奈川県における 「ボランティア等活動事例の調査」

○大泉伊奈美＊　鈴木敏子＊＊　趙偉偉＊3　斉藤ゆか*  3

（＊飯田女短大　＊＊横浜国立大　＊3横浜国立大・院）

を通して一

目的　高齢社会を迎え、高齢期における病気や介護に対して不安感が抱かれるとともに、
高年期になっても健康で主体的に活動したいという意識がもたれるようになっている。ま
た、1995年に成立した「高齢社会対策基本法」およびそれに基づく「高齢社会対策大綱」
（1996年７月閣議決定）では、社会的活動に関する対策が一つの柱にされており、「高齢
者のための国連原則」には「参加（participation）」があげられている。そこで、中高年
層の社会的活動状況の特徴を明らかにし、今後の課題を探ることを目的とする。
方法 （財）かながわともしび財団が行った「ボランティア等活動事例の調査」を分析す
る。調査は神奈川県でボランティア等の社会的活動をしている個人326 人を対象にして、
1997年12月～1998年１月に郵送法で実施されたものであり、回収数は150 、その内有効分
析数は148 であった。主な調査内容は、活動へ至った経緯、活動の内容・状況、活動の財
源、活動の結果、公共機関・団`体・行政に対する要望である。

結果　回答者は、男性87人、女性59人である。年齢分布は、男性の方が高齢層に傾いて
おり､‘ 平均年齢は男性68.0歳、女性64.3歳となる。1990年代に開始された活動が過半数を
占めている。活動内容は、「高齢者・障害者等の手助けなどの福祉活動」をあげた人が６
割強と「福祉活動」型がもっとも多い点は男女に共通しているが、男性は「趣味・学習・

教養」型、女性は「地域活動」型、「健康づくり活動」型という特徴がみられる。女性の
方が、平日の午前や午後に定期的に、高い頻度で活動を行っている。行政などに対する要
望は、施設の利用の仕方の改善や整備などに関してあげるものが多い。
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